豊かな暮らしを支援する
　　　　　　　　　　　島田　典子
これまで上牟田では、休日余暇支援などで、障がい者スポーツセンターからの派遣講師による軽運動、博多フレンドホームの講師、スタッフによるお菓子作りや工作教室を行ってきました。また、ボウリングやカラオケに出かけたり、事業所で鍋パーティーやレクレーション、紙粘土や手芸などの創作活動を行ったりしてきました。毎年、県外へバスハイクにも出かけています。今年はバスハイクでは事前に利用者に意見を聞いた上で内容を決定しました。また、公共交通機関を利用して、博多フレンドホームの秋祭りに出かけたり、利用者全員でアジア美術館へ障がい者美術展を見に行ったりしました。外出先での利用者さんは事業所とは違った生き生きとした表情を見せていました。また、、「楽しかった」という感想が聞かれました。
外出支援は、私たち支援者にとっても利用者さんそれぞれの特性を知り、支援の方法を学ぶ良い機会になっています。また、地域の方々に少しでも利用者さんのことを知っていただけたら、と毎週事業所単独で行っている地域清掃の他、今年は町内一斉の地域清掃に初めて利用者さんも参加させていただきました
人が幸せと感じる中で、「人とのつながり」が何よりも大切な要素であると聞いたことがあります。家庭、あるいはグループホームと事業所の往復だけでは、新たな人と出会う機会はなかなかありません。
今後さらに、さまざまな活動を提供するとともに、地域社会に出かけていく機会を増やしていきたいと考えています。たくさんの経験を通し、利用者が過去に身につけた今は眠っている力を再度呼び起こし、自分の力で楽しみを見つけるように支援をしていきたいと思います。
